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ImPACT プロジェクトでは、高レベル廃液からの長半減期核種の分離回収及び核反応を用いる核変換処理

を施し、環境負荷低減性が高く、有効な処分法を検討している。対象元素となる Pd, Cs, Zr 及び Se を溶媒

抽出法で回収する方法に利用する新しい希釈剤について報告する。 
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１. 緒言 ImPACT（Impulsing PAradigm Change through disruptive Technologies）プロジェクトは高

レベル廃液中の長半減期核種を効率的に回収し、核変換等の処分法の適用を目指すものである。対象とな

る元素は Se, Zr, Pd, Cs である。我々はこれら元素の高効率・高純度回収法として溶媒抽出法を選択し、簡

便な分離回収法の開発を行っている。溶媒抽出で希釈剤に n-ドデカンを利用する際、抽出剤の溶解困難な

場面や抽出後に第三相や有機相中が懸濁するケースが散見される。Zr 抽出に注目すると、Zr は入手の模擬

廃液中に 89 mM と高い濃度で存在している。Zr 抽出に用いる抽出剤は HDEHP か TODGA であり、双方

ともに n-ドデカンには可溶である。しかし、抽出後の有機相中に懸濁（第三相）が発生するため、プロセ

ス利用は難しい。これらを根本的に回避するために、n-ドデカンに代わる新しい希釈剤の利用を検討した。 

２．実験方法 希釈剤組成は炭素、水素、酸素からなるものに限定し、またここでは環状化合物を付加し

た有機物は検討から外した。元素組成から、希釈剤としてアルコール、ケトン、エステル、エーテルと炭

化水素系に限定できる。その中から沸点、融点、及び引火点の文献値を調べ、室温で液体かつ引火点 50 度

以上の有機溶媒を中心に検討した。100 mM Zr を含む 2 M 硝酸の溶液を用いて、0.5 M HDEHP を溶解

した抽出溶媒を用いて、高濃度（80 mM 以上）で抽出可能な希釈剤の種類を調べた。 
３．結果 今回利用した希釈剤による結果の一例

を表 1 に示す。アルコール 4 種、エーテル 2 種、

エステル 3種とケトン 4種の結果である。表より、

分子量増加とともに融点、引火点の上昇がみられ

る。Zr 抽出量と懸濁（第三相）生成について分

子量との関連は明確でない。この結果から、アル

コールは比較的懸濁を生成しやすいこと、目標の

80 mM 抽出可能な希釈剤はノナノール、ジペン

チルエーテル、オクタン酸メチル、ノナン酸メチ

ル、ヘプタナール、ノナナールに限定される。 
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表１ 各有機溶媒の構造と融点、引火点とZr抽出

有機溶媒名称 構造式（分子量） 融点 引火点 Zr抽出 懸濁
1-ヘキサノール C6H13OH (102.18) -52 ℃ 59 ℃ 83.6 mM あり
1-ヘプタノール C7H15OH (116.2)  -36 70 75.1 あり
1-オクタノール C8H17OH (130.23) -15     80 42.9 あり
1-ノナノール C9H19OH (144.26) -8∼-6   104            100 なし

ジペンチルエーテル (C5H11)2O (158.28)  -69     57 92 なし
ジヘキシルエーテル （C6H13)2O (186.33) -43    78 52.6 なし

オクタン酸メチル C7H15COOCH3 (158.24)  -40   69 92.9 なし
ノナン酸メチル C8H17COOCH3 (172.26) -30 87 87.3 なし
デカン酸メチル C9H19COOCH3 (186.29)  -14∼-11    90 55.9 なし

1-ヘプタナール CH3(CH2)5CHO (114.19)  -43.3   48 100 なし
1-オクタナール CH3(CH2)6CHO (128.21) -23    51 64.9 なし
1-ノナナール CH3(CH2)7CHO (142.24) -19.3   75 87.9 なし
1-デカナール CH3(CH2)8CHO (156.27) -3   85 77.8 なし
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